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桐原書店の教材（「検定教科書」「漢文必携」）以外の漢文を「漢プロ」に取り込むには 

〈 マイクロソフト社「WORD」編 〉 

【概要】 

パソコンやアプリケーションで文字を表示させる規格「文字コード」にはいくつかの種類があります。「漢プ

ロ」では「SHIFT-JIS*」を用います。         * Windows パソコンでは「ANSI」と表記される場合があります。 

弊社の「検定教科書」や「漢文必携」の漢文については、あらかじめ「SHIFT-JIS」規格に則って作成されて

いますが、これら以外の漢文を「漢プロ」に取り込む際には、以下の要件を満たす必要があります。 

(1) 取り込むファイルは「テキスト形式*」のみ。    * Windowsパソコンでは「メモ帳」で開かれるファイルです。 

(2) 取り込むファイルの「文字コード」が「SHIFT-JIS」。 

以下、取り込みたい漢文がマイクロソフト社「WORD」ファイルの場合の手順をご説明します。「WORD」で

表示されている漢文を「SHIFT-JIS」規格の文字コードに変更して、テキスト形式のファイルとして保存し、

「漢プロ」に取り込む手順となります。 

 

【1】「漢プロ」に取り込みたい漢文を「WORD」で開き、「ファイル」を左クリックします。 

   ※ パソコンのキーボードの「F12」キーを押すと、【3】までスキップできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2】「名前を付けて保存」⇒「参照」の順に左クリックします。 
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【3】「ファイルの種類」の欄を

左クリックすると、保存すると

きのファイル形式を選ぶリスト

が表示されます。 

「書籍なし（*.txt）」を左クリッ

クして選択します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【4】「デスクトップ」などのわ

かりやすい保存先を指定し、 

「保存」を左クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【5】「エンコード方式」の「その他」を左クリッ

クで指定し、続けて「日本語（シフト JIS）」を

左クリックして選択した状態にします。 

「OK」を左クリックします。 

 
※「プレビュー」で赤字になっている文字は、「日本

語（シフト JIS）」規格では適切に表示できない文字

を表します。 

つまり、それを「漢プロ」上で適切に表示するために

は、「外字」が必要になることを意味します。 

 

 

【6】下図のポップアップが表示されたら、「は

い」を左クリックします。 
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【7】「WORD」を終了し、保存されたテキスト形式のファイル（「七歩詩

_曹植(.txt)」）を左ダブルクリックで開くと、メモ帳が起動して右図のよ

うに表示されます。 

「？」と表示された文字は「シフト JIS」では適切に表示できない「外

字」であることを意味します。 

 

★ 以下「漢プロ」に取り込む手順となりますが、「七歩詩_曹植(.txt)」

が「一太郎」や「メモ帳」で開かれていると取り込めないので、終了さ

せます。 

  

 

以下は、テキスト形式ファイル（「日本語（シフト JIS）」規格の）を「漢プロ」に取り込む手順です。 

 

インストール済みの「漢プロ」を起動するには、以下の２つの方法があります。 

 

(A) 弊社教材用にご提供している一太郎ファイルのうち、漢文(オブジェクト)が貼り付けられたファイルを開き

ます。漢文の領域（オブジェクト）を左ダブルクリックします。インストール済みの「漢プロ」が自動的に

起動し、エディター（原稿用紙のマス目）に漢文が読み込まれます。 

 ※【6】で作成したテキスト形式ファイルの内容を挿入したい箇所（マス目）を左クリックしておきます。 

丸ごと入れ替えたい場合は、既存の漢文をすべて削除して、最初のマス目を左クリックします。 

 

(B) デスクトップ上のショートカットアイコンから「漢プロ」を起動するか、スタートボタン  を左クリック

して表示されるアプリのリストから「漢プロ」を起動します。 

 

★ (A)をお勧めします。(A)は「漢プロ」で編集したオブジェクトを含む部分をコピーして、別ファイルの「一

太郎」のページに挿入や貼り付けができます。一方、(B)は「漢プロ」で編集した漢文をいったんファイルと

して出力し、それを一太郎のページにオブジェクトとして取り込む作業が必要になります。 

ここでは、(A)の手順をご案内します。 

 

【8】「漢プロ」で編集できる漢文の領域(オブジェクト)

を含む「一太郎」ファイルを開きます。 

右図は、弊社検定教科書「古典探究」の「漢文編 I 部／画

竜点睛」の「原文集-画竜点睛(.docx)」です。 

 

【9】漢文の領域(オブジェクト)を左ダブルクリックす

るとインストール済みの「漢プロ」が起動します。 

 

【10】「編集」を左クリックし、メニューリストの「す

べて選択」を左クリックします。漢文のマスが色付き

(選択された状態) になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【11】「Del」キーを押下するか、再度「編集」を左ク

リックしてメニューリストの「削除」を左クリック

します。 
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【12】「ファイル」を左クリックし、メニューリストの「テキストファイルのインポート」を左クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【13】「ファイルの場所」欄の右端の「∨」を左ク

リックして、取り込みたいファイル*を探しま

す。見つかったら左クリックで選択して「開く」

を左クリックします。 

右図では、テスクトップ上の「七歩詩_曹植 (.txt)」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【14】「？」は外字に相当する文

字で、桐原書店の教材用に用意

された外字リストに該当する外

字があれば、それを挿入して利

用できます。 

「？」のマス目を左クリックし

て選択し、部首別になっている

外字リストをスクロールして該

当する外字を探します（無い場

合は何卒ご容赦ください）。 

該当する外字を左クリックする

と「？」のマス目の上に外字が

挿入されます。 

不要な「？」を、「Del」キー

で削除します（外字を挿入する

前に削除しても構いません）。 

 

 


